
【政界・政策決定者】

10/6（日）～8（火） 国立京都国際会館にて開催

《STSフォーラム2024 主な登壇予定者》

【産業界・経済界】

吉野 彰 旭化成
株式会社 名誉
フェロー（2019年
ノーベル化学賞）

【ノーベル賞受賞者】

※この他、世界各国の科学技術担

当大臣ならびに複数の国内大臣が
参加予定

※２０２３年は
・岸田文雄内閣総理大臣、
・西村康稔経済産業大臣、
・盛山正仁文部科学大臣
が登壇

ベッティーナ・シュ
タルク＝ヴァッツイ
ンガー ドイツ教育
研究大臣

モハメド・ベルオシ
ン アフリカ連合委
員会（AUC）教育・
科学技術・イノベー
ション委員

ウェンチー・チェ
ン 台湾 VIAテク
ノロジーズ 会長
兼CEO

マーク・リュウ
台湾 TSMC 
前会長

チュー・ティ・タン・
ハ ベトナム ＦＰＴ
ソフトウェア 会長

ヘレ・クリスト
ファーセン フラ
ンス トタルエナ
ジーズ執行委員
会メンバー、アジ
ア地域代表

島田 太郎 東芝
代表取締役 社長
執行役員 CEO

エドワード・スク
リーヴン 米国
オラクル チーフ・
コーポレート・
アーキテクト

ジータンジャリ・
ヴィクラム・キルロ
スカ インド キルロ
スカ・システムズ
会長兼社長

北野 宏明 ソニー
グループ 執行役
副社長CTO

アンドリュー・ファイ
アー 米国 スタン
フォード大学 教授
（2006年ノーベル
生理学・医学賞）

アダ・E・ヨナス
イスラエル ワイ
ツマン科学研究
所 教授（2009
年ノーベル化学
賞）

クラウス・フォン・ク
リッツィング ドイツ
マックス・プランク
研究所 名誉所長
（1985年ノーベル
物理学賞）

トーマス・スードフ
米国 スタンフォー
ド大学 教授
（2013年ノーベル
生理学・医学賞）

リチャード・J・ロ
バーツ ニューイン
グランド・バイオラ
ボ首席科学担当役
員（1993年ノーベ
ル生理学・医学賞）

ブライアン・コビ
ルカ 米国 スタン
フォード大学医
学部 教授
（2012年ノーベ
ル化学賞）

ティム・ハント 英
国 フランシス・ク
リック研究所 名誉
研究員（2001年
ノーベル生理学・
医学賞）

スパマート・イサラ
パックディー タイ
高等教育・科学技
術イノベーション
大臣
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【大学・アカデミー等】

カリン・マルキデス
沖縄科学技術大学
院大学（OIST）学長
兼理事長

伊藤 公平
慶應義塾長

藤井 輝夫
東京大学 総長

マイケル・V・ドレイ
ク 米国 カリフォル
ニア大学 学長）

チリツィ・マルワラ
国際連合大学学
長； 国際連合事務
次長

湊 長博 京都大学
総長

マーク・ウォルポー
ト 英国王立協会
国際担当理事
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【研究機関・ファンディングエージェンシー等】

ミッチ・デービス
カナダ国立研究機
構 理事長

シンシア・フレン
ド 米国 カブリ財
団 会長

アントワーヌ・プチ
フランス国立科学
研究センター
（CNRS） 理事長

ザクリ・アブドゥル・
ハミド マレーシア・
ハイテク産官機構
（MIGHT） 議長

ハサン・マンダル
トルコ科学技術研
究会議 議長

スキット・リムピ
ジュムノン タイ国
立科学技術開発
機構(NSTDA) 
総裁

カーチャ・ベッ
カー ドイツ研究
振興協会（DFG）
会長

エリック・アイザッ
クス 米国 カーネ
ギー研究所 所長
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【国際機関】

パヴェル・カバト
国際ヒューマン・
フロンティア・サ
イエンス・プログ
ラム推進機構 事
務局長

カライシャ・アブ
ドゥル・カリム 第
三世界科学アカ
デミー（TWAS）
会長

101 104A

【メディア・その他】

マグダレーナ・
スキッパー 英
国「ネイチャー」
編集長

スディプ・パリーク
米国科学振興協会
（AAAS） CEO

103 300

アハマッド・O・ア
ルコウェイター サ
ウジアラビア サウ
ジアラムコ エクゼ
クティブ・バイス・
プレジデント

ジェラルディン・L・
リッチモンド 米国
エネルギー省
（DOE）科学・イノ
ベーション担当次
官

104A 103100
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